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２点について質問させていただきます。最初に、健康増進対策につ藤元議員

いてであります。本年４月１日現在、本町における６５歳以上の方の総人口に

占める割合は４０．３９％、実数で言いますと１，９５８人。そして、２０歳

以上の成人４，２６０人のうちの４５．９６％、つまり、本町においては成人

のうち、２人に１人は６５歳以上ということになります。そして、人口予測に

よりますと、このまま行くと、この高齢化の進行はますます進み、平成２７年

には高齢者比率は４５．６％、平成３２年には４９．１％になると推測されて

おります。あと、１０年もしないうちに総人口の半分は６５歳以上のお年寄り

になるとの予測がされているわけであります。このような状況でございますの

で、人が集まると必ず健康についてのことが話題になります。特に、７０歳前

後の方が集まると、足が痛い、腰が痛いから始まって、同級生の誰それさんが

亡くなった。誰それさんが入院した。今度の同窓会を最後にしようかとか、こ

ういうようなことが話題になっております。歳をとれば、あちこち痛んでくる

のは仕方がないことであり、機械のように動きが悪くなれば油をささなくては

なりませんし、部品が悪ければ交換もしなければなりませんが、とにかくただ

長生きするだけでなく、健康寿命という言葉がありますが、健康で長生きする

ことが大事であります。６５歳の方をお年寄りと呼ぶことには抵抗があります

が、とにかく、今日、お年寄りと呼ばれている方々は、戦前戦後と苦労しなが

ら日本の国を、そして、牟岐町を支えてこられた方々であります。老後は健康

で長生きしていただき牟岐町の活性化に力を貸していただきたいと思っている

ところであります。さて、本日、取上げたいのは、お年寄りも含めた健康増進

対策についてであります。町長は、就任以来、防災対策と牟岐町の活性化を柱

。 、 、 、にその施策を進めてまいりました まだ 始まったばかりですが その多くは

町民のみなさんが共感できる中身であると思いますし、多くのみなさんに支持

していただいているのではないかと思います。それは、町民のみなさんが、一

度しかない人生を悔いなく生きたい、豊かな人生をおくりたいとの気持が強い

からであります。そうでなければ町民のみなさんから防災対策の強化や町の活

性化を求める要望も上がってまいりません。個人では、健康で命があってこそ

の趣味であり仕事であり家庭生活でありますが、行政は住民あっての行政。住
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民の命と健康があってこその防災対策であり、町の活性化であります。町民の

みなさんが、自らの健康と命の重みを感じれば感じるほど、防災対策でも町の

活性化でも前向きに力を発揮していただけるものだと考えます。そういう意味

で健康増進対策は、行政の基本になければならないと言えるかもしれません。

町民のみなさんの健康増進を考える場合、医療、介護の充実、強化の必要性は

いうまでもありませんが、今日特に必要なことは、自らの健康は自らが守ると

いう意識づくりをしていただくことが重要ではないでしょうか。糖尿病による

死亡率が徳島県は、依然として全国トップであるということは良く知られてい

るところではありますが、６月８日発表された２０１１年の厚生労働省の人口

動態統計によりますと、糖尿病に加え肝疾患の死亡率は１０万人あたり全国平

均１３人を５．８人上回っておりますし、慢性閉塞性肺疾患は昨年より改善し

、 、 。 、たものの ワースト３位 腎不全はワースト７位ということであります また

生後１年未満で亡くなった赤ちゃんの割合である乳児死亡率は出生千人当たり

５．１人で全国最悪だということであります。また、２００６年から２０１０

年までのデーターをまとめた国民健康栄養調査によりますと、肥満者の割合は

全国５位、野菜摂取量は男性は最下位、女性はワースト２位であります。野菜

摂取量のことをもう少し詳しく言いますと、一日３５０ｇの目標に対して、徳

島の男性は２４５ｇ。１０５ｇ不足しているということです。女性は２４１ｇ

で１０９ｇ不足しているということになります。１年間では男性は３８ｋｇ、

女性は、４０ｋｇ不足ということになります。牟岐町全体では２０歳以上の方

で言いますと１年間で１６６ｔ不足ということになります。本町においても野

菜の生産をまだまだ増やせる可能性があるという言い方もあるかもしれませ

ん。徳島県のデータが即、牟岐町に当てはまるとは限りませんが、その傾向は

否定できないと考えますので紹介させていただいたわけでありますが、大変シ

ョッキングなデータではなかったでしょうか。ほんの少しのデータであります

が、これだけを見ても徳島県人の食生活を含めた生活習慣に問題があることが

推察されるのでないでしょうか。しかし、だからといって行政が、町民のみな

さんに健診を受けろ、野菜を食べろ、運動しろと押し付けたり強制できるわけ

ではありませんし、また、生活習慣を改めるといっても、タバコや酒を止めた
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いと思っても即止められる方は少ないと思います。食習慣にしても、個々の家

庭により味や食材についても伝統があるし、経済的な問題、就労時間等、様々

な解決しなければならない問題が山済みでございます。したがって、町行政と

しては、あくまでも情報を提供したり、健診する機会をつくったり、あるいは

学校教育など、あらゆる機会を通じて、健康と命の大切さ、食の大切さを伝え

てゆき、町民のみなさん自らの健康に対する意識を高めていただくより方法が

ありません。大変根気が要る難しい課題ではありますが、将来を見据え本腰を

いれて取組まなければならない課題であることには間違いないと思います。そ

こでお伺いいたします。町民のみなさんが健康に暮らしていただくためには、

まずは、自分は健康だと思っている人も含め、自分の身体の状態をしっかり知

っていただく必要があります。そのためにもまず健診を受けていただくことが

何より大事でありますが、本町が行っている特定検診、がん検診の受診者が減

、 。 、っているように聞いていますが 現状はどうなのかをお伺いいたします また

減っているのなら、今後増やしていくためにどのような取り組みを考えている

のかお伺いいたします。次に、心の健康を含め町民のみなさんが健康づくりに

足を踏み出すための切っ掛けづくりが行政には求められていると思います。人

様々で、一歩足を踏み出す切っ掛けは、一枚のお知らせのチラシであったり、

たまたま参加した講演会であったり、友人に連れられて参加した催しだったり

します。出来るだけ多くの人が参加できる機会を提供することが大切でありま

す。町長は、就任してからこの６月議会で、定例議会では５回目の議会になり

ますが、２３年の６月議会では、これらの避難所は道路で行き来を可能としま

す。平時は散歩コースや公園などとして日常的に使用していただき管理してい

ただく。また、これらの施設を使ったウォーキング大会などのイベントを開催

し、交流人口の増加も図りたいと考えています。と所信表明で語っています。

また、同年９月議会では、徳島県は糖尿病死亡率がワースト１となっているこ

ともありまして避難路は散歩やジョギングなどのように健康管理や活性化のた

めに、また、趣味のために利用していただくのが一番良いと考えていますと、

述べています。本年３月議会でも同趣旨のことを述べております。なかなか良

い発想だと思います。ウォーキングは、足腰の衰えを防ぐことが出来ますし、
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時間さえあれば費用がかからず手軽に始められます。何処に出かけるのにもバ

イクや自動車を使い、歩くことが少なくなってしまっている本町のみなさんに

とっては最適の運動ではないでしょうか。大会やイベントがあれば、始める切

っ掛けになるかもしれませんし、愛好者が増えるかもしれません。計画の進捗

状況をお聞きいたします。次に、先ほども述べましたように長く続いた食生活

を含めた生活習慣は、なかなか変えられるものではありません。どうしても幼

少期の生活習慣がそのまま大人になっても続くことになります。そのためにも

幼少期の家庭や保育所、学校での生活習慣や教育が大変大切だということにな

ります。本年４月の牟岐小学校における教育委員会の式辞のなかで、朝ご飯は

必ず食べてきてくださいとのお話がありましたが、お菓子や果物を食べて、朝

食を食べてこない子どもが増えているというお話も聞くことがあります。保育

所や学校では、食育に取り組んでいただいていると思いますが、子どもたちの

状況、取り組みについてお伺いいたします。次に、先ほどから述べてきました

ように、町民のみなさま方の健康づくりは、今後の人生を悔いのない豊かなも

のにしていただくためにも、そして、活力ある牟岐町が創れるのかどうかがか

かっている大変重要な課題であります。個々の努力ももちろん大切であります

が、町行政がその先頭に立って、町民のみなさんの健康づくりをしていくとい

う決意を込めて、健康づくり町宣言をする考えがないかを伺って、次の質問に

移りたいと思います。次に、大型共同作業所明け渡し等請求訴訟についてであ

ります。住民あっての行政が住民相手に訴訟を起こす。１０数年の議員生活の

中で初めての経験だと思います。こんなことはあってほしくないことでありま

すが、今回はやむ得ないことだと思っておりました。前町長時代ですが、平成

２０年４月１日、牟岐町は、住民Ａ氏と期限を平成２３年３月３１日までとす

る大型共同作業所の使用貸借契約を結びました。しかし、期限を過ぎた後も建

物の返還をしないばかりか、Ａ氏の親族であるＢ氏が中国人を居住させ縫製事

。 、業を行っていたということであります ２１世紀の日本でこんなことが行われ

しかも契約期間が過ぎたあと１年以上も堂々と行われてきたということですか

ら驚きであります。非常識にも程があると思います。したがって、訴訟の提起

もやむ得ないものと理解をしていましたが、１３日の全協では、明け渡しを表
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明したということでＡ氏、Ｂ氏を訴訟対象から外すこと。また、中国人につい

ては既に帰国しているので同じく外すとの説明がありました。したがって、訴

訟相手は有限会社叶繊維だけということになりました。従業員の中国人はまだ

しも、肝心のＡ氏、Ｂ氏を訴訟対象から外すことには納得できません。そこで

お伺いいたします。最初に、今回の訴訟の中身は、被告に対し建物の明け渡し

と、平成２３年４月１日から明け渡しまでの賃料相当損害金、１ヶ月２７、０

００円の支払いを求める中身でありました。確かに、現在、建物の中の縫製機

械などは片付けられており、約束は守られたということであるかもしれません

が、請求していた金額の一部でも支払われたのでしょうか。まずお伺いいたし

ます。次に、建物の使用料は、以前の答弁では無料だというふうに聞いていま

すが、明け渡しが終ったとの認識の上でお聞きいたしますが、昭和５７年に建

物を建築してから、牟岐町はＡ氏と自動継続を含め使用貸借契約を結んできた

ということですが、契約期限が切れた２３年４月１日以前を含め町に対する支

払いは全て終っているのかお聞きいたします。あえて何々の支払いはと聞きま

せん。とにかく町に支払うべきお金の支払いは済んだのかということをお聞き

。 、 。いたします 最後に 明け渡し後の建物をどうするのかということであります

築３０年が経ち、痛みも目立ち、美観上もよくない状況になっていますが、今

後どのようにする予定なのかをお聞きして質問を終わります。

福井町長。枡富議長

藤元議員のご質問にお答えさせていただきます。まず最初の健康増福井町長

進についてということでございますけども、私も非常に重要なことであるとい

うことで、就任当初から積極的に取り組まなければならないということで、本

来だったらもっと事業進捗があっても然るべきだと思いますけども、ちょっと

大きな問題がいろいろございまして、遅れているところがございます。まず１

番のご質問の健診の受診状況、また、どのように受診者を増やしていくかとの

ことでございますけども、牟岐町の健康増進策といたしましては、生活習慣病

の予防のため特定健診の実施をはじめ各種がん検診などの充実、妊娠期からの



- 6 -

健康診査、子どもの健康な成長の発達のための乳幼児健診を実施いたしており

。 、 、 、 、ます そしてこれらの健診を通じ 保健指導 健康相談 健康教育などを行い

健診後のフォロー体制の充実、健康管理意識の高揚、自分の健康は自分で守る

という自主的な健康づくりの意識付け及びきっかけづくりを行っております。

尚、健診につきましては、がんや生活習慣病の早期発見と食生活の見直しや適

切な運動への取組みを促すうえで非常に重要なものと位置付けておりますの

で、各種の配布物などによります広報や保健師、栄養士による健康教育、健康

相談及び訪問等の機会を利用して受診者の増加に努めているところでございま

す。次にウォーキング大会の計画の進捗状況はとのことでございますけども、

これは冒頭に申しましたように私の選挙公約でもございますけども、現時点で

は、津波に対する避難路、避難所の設置の概成と言いますか、簡単な草刈りと

か、木々等、ぐらいのところで現在止まっております。毎年、これは少しずつ

整備していく、充実していくということで進めておりますので、できるだけそ

、 、の毎年の量は増えるような形で努力してまいりたいと思いますが 県の助成と

それに合わせた町の支出ということで進めております。これは避難路を利用し

たウォーキングコースでございますけども、他にも景観の良いところがたくさ

んございますので、海沿いコースとか、笹見の景観の良いところも利用したウ

ォーキングコースを設置して大会もやりたいなというふうな計画もございま

す。ただ、そこまで踏み込めていないというのが現状でございますので、今後

ともご指導のほどよろしくお願いします。それと、幼少期からの生活習慣、教

育への取組みということでございますけども、これは教育長の方からお答えい

ただきたいと思います。それと、健康づくりの町宣言をする考えはということ

でございますが、議員ご指摘の健康づくりの町宣言は、私も将来的に是非実施

したいと考えておりますが、行うにはある程度の実績も必要だと思いますし、

将来計画も必要だと考えております。一過性のものにならないよう機会を捉え

何とか実行に移してまいりたいと考えております。ご指導、ご協力のほどよろ

しくお願いいたしたいと思います。次に大型作業所の明け渡し等訴訟の件でご

ざいますが、平成２３年４月１日からの金員のお金の支払いはあったかという

ご質問でございますが、現時点では、支払はございません。ただ、中国人３名
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は出国し、個人２人については、退去の意思が十分確認できたということで、

当初の目的を達した。つまり不法使用をなくす、そして退去してもらうという

ことが目的でございますので、訴えを取り下げましたけども、会社に対しては

今後裁判が開始され判決が出るというふうに考えております。それから、２３

年４月１日以前の町に対する支払いは全額済んでいるかとのことでございます

けども、これも共同作業所の土地、建物は元々無償ということで契約している

ので、作業所に関する支払いはございません。後の水道代とかについても支払

はございません。それから、今後の建物の利用計画でございますが、現時点で

は、計画はございません。ただ、今後建物を有効に使えるのか、若しくは解体

をしなければならないのか、それについては検討する必要があると考えており

ますので、また、いろいろ案がございましたらご提案の方をよろしくお願いい

たします。以上でございます。

峯野教育長。枡富議長

藤元議員の質問にお答えします。幼年期からの生活習慣、教育が峯野教育長

大切であるが、子ども達の状況、取組みはどうかという質問ですけども、平成

２３年３月に策定された第二次徳島県食育推進計画では、小学校では食品の組

み合わせなどバランスのとれた食事について知識を身に付けること。中学校で

は食事が果たす役割や健康との係わりを理解し、朝食をはじめ毎日規則正しく

食事を取ることなどを目標に子ども達の発達段階に応じた取組みを推進するこ

ととしております。牟岐町の学校におきましても発達段階に応じて食育全体計

画を作成しており、学校教育活動全体の中で系統的、計画的に指導を進めてお

ります。また、体育、保健科、家庭科、特別活動等の授業の中で運動習慣づく

り、睡眠の大切さや生活リズムの作り方、ストレスを和らげる生活習慣と病気

の係わり等においての指導を行い、自分の健康は自分で守るという意識の高揚

を図っております。子ども達の状況につきましては、平成２３年度の学校保健

統計調査報告書によれば、牟岐町の子ども達の身体の発育状況は、県平均に比

べて学年や男女により上回っている項目や逆に下回っている項目はあるものの
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全体的には大きな課題はないという結果になっております。今後も保護者や関

係機関等連携を図りながら牟岐町の子ども達の健全な育成に向け、成長に向け

食に係わる教育を一層推進してまいりたいと考えております。以上でございま

す。

藤井健康生活課長。枡富議長

私の方からは、健診の受診状況と受診者数の増加等につい藤井健康生活課長

てから説明させていただきます。特定健診、がん検診等各種健診させていただ

いているのですが、とりわけ特定健診につきまして、近年の状況を説明させて

いただきます。平成２０年度の受診者数と受診者率について報告させていただ

きます。平成２０年度が６４６人、受診率４６．４％、平成２１年度が５２５

人、４３．３％、平成２２年度が４７４人、３６．２％、昨年２３年度が４５

６人で３５．８％と、只今減少している状況にございます。それで本年に入り

まして、健診状況ですが、婦人がん検診、５月１２日に実施いたしまして、乳

がん検診が６７名、子宮がんが５４名の方が受診されております。ただ、ちょ

っと昨年の同時期との比較は、まだしていないので、比較の方は説明できない

状態です。それから、特定健診に関しましては、現在申し込みを受け付けてい

る段階で、本年は集団検診を７月、８月、９月の３回実施予定で健康生活課で

申込みを受け付けておりますし、電話によります申込みも受け付けさせていた

だいております。それから、町内の３病院では、７月から１２月２５日までの

期間、各病院の診療時間内でも健診実施予定です。尚、特定健診ですが、国民

、 、 、 、 、 、 、健康保険の加入者で 年齢４０歳 ４５歳 ５０歳 ５５歳 ６０歳 ６５歳

７０歳の方については、今年度より無料で受診いただけるようにご案内させて

いただいております。このように集団検診等医療機関の個別健診の機会を設け

ること。それから、節目年齢の方の無料化で受診者数の増加を目指しておりま

す。また、集団検診では、早朝と言いますか、午前７時３０分から１０時３０

分までの午前の早い時間帯を設定しまして受診者の増加を目指しております。

それから、広報としましては、健康カレンダー、広報チラシの配布により受診
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を広く呼びかけさせていただきます。また、節目の方には個人への案内通知を

お送りしますとともに健康教育、健康相談、訪問時により対面で個別勧奨を図

り受診者数の増加を努めてまいります。それで訪問の方ですが、現在２００名

、 。程度訪問させていただきまして 個別の勧奨を進めさせていただいております

今後もこれについてはこのまま取り組んでいきたいと思っております。それか

ら、ウォーキング大会なのですが、健康づくりの３本柱として、栄養、運動、

休養が重要と言われておりますが、以前、運動も考えて役場をスタート地点と

しまして、鬼ヶ岩屋温泉であるとか、四国の道であるとか、いろいろなウォー

キング大会の実施をしておりましたが、現在は徳島県ウォーキング協会が実施

しております、１事業に乗って実施の方を取り組んでおります。尚、ウォーキ

ング大会に関しましては、老人会をはじめ各種団体で取り組んでいただいてお

りますし、個人の方でも自分の時間と体力にあった形で早朝であったり、夜間

であったりいろんな形で楽しまれる方がかなり増加し、定着したものと感じて

おります。また、今後もこういったウォーキング大会、町長の方にもありまし

たが、避難路を使ったもの、そういったもので健康管理意識が高まるようなも

のを今後、模索、検討していきたいと思いますのでよろしくお願いします。も

う１点、健康づくりの町の宣言なのですが、健康増進、健康管理意識の高揚、

また、きっかけづくりを図る。宣言なのですが、単にイベントや催しもので終

わってしまうと有効的な開催というふうになりませんので、その辺りを慎重に

。 。検討した上で取り組まさせていただきたいと思います よろしくお願いします

浜内保育所長。枡富議長

私の方からは、幼児期からの生活習慣についての子ども達の状浜内保育所長

況と取り組みについてお答えいたします。乳幼児期の子どもの健康につきまし

ては、排泄、食事、睡眠などの基本的な生活習慣ができるようになることが大

切であります。登所時におきまして、保護者から子どもの状態について聞いて

おりまして、健康状態を観察しながら年齢に応じた基本生活習慣が自立できる

ように毎日の保育の中で指導を行っております。特に健康増進に大切な食育に
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つきましては、栄養士による栄養管理、ヘルスメイト、保健師等による食育指

導、保護者への毎月の献立表配布など食育の推進を図っております。保育所の

食事につきましては、みんなで一緒に楽しく食べるということを１番の目的と

いたしまして、食べることの楽しさを覚えさせ、その中で嫌いなものでも少し

ずつ食べられるよう個人個人の目標を立てて指導しております。健康な体づく

りは毎月の身体測定により発達状態を把握して年齢及び発育に応じたいろんな

遊びやゲームを通して体を使う、体を動かすことの楽しさを覚えさせたり、園

外活動などで自然の中での活動を通して体力の向上を図っております。また、

年齢が高くなるにつれまして、ラジオ体操、また、冬場のマラソンなど毎日の

活動の中で体力づくりなどにも取り組んでおります。また、家庭におきまして

毎朝の朝食、また、早寝早起きなどの基本的生活習慣について、個別懇談など

をしまして保護者と連携して推進しております。今後も児童の基本的生活習慣

の向上、食育の推進、健康な体づくりなどに取り組んでいきたいと考えており

ます。以上です。

岩田住民福祉課長。枡富議長

私の方からは、藤元議員さんの一般質問の中の２点目にあ岩田住民福祉課長

ります、大型共同作業所明け渡し等請求訴訟についてでございますが、このう

ちの１点目にあります、明け渡しまでの金員の支払いは一部でもあったかとい

うことでございますが、この件につきましては、町長の答弁にもありましたよ

うに中国人は出国のため、また、個人２名については、退去の意思があるとの

確認が取れたことと、元々の裁判に至った経緯が作業所からの退去というのが

最大目標であったために弁護士との協議の中で取り下げをするのが妥当であろ

うとの結論に至りまして、取り下げすることとなりました。ただ、法人部分に

つきましては、まだ残っているため、これから裁判が開始され判決が出される

ものと思いますが、これに伴いまして、その１ヵ月２７，０００円の金員の支

払いにつきましては、当初の連帯してという部分が消えまして、法人が対象と

なるということでご理解いただきたいと思います。次に２点目の平成２３年４
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月１日以前の町に対する支払いは全額済んでいるかということでございます

が、これも町長が発言しておりますが、大型共同作業所の建物、土地に係る契

約につきましては、元々無償になっているということから、支払いは発生する

のは電気、ガス、水道、電話のライフライン関係のみと思われます。この中で

町に係わってくるのが水道代でございますが、再開した平成１８年度から滞納

があると聞いております。最後になりましたが、今後、建物はどのようにする

のかという質問でございますが、昭和５７年に建築された大型共同作業所の土

地、建物とも本町名義になっておりますが、当時、同和地区を抱えていた旧４

町が同率で負担金を出して建築しておりますので、今後は近隣２町の了解を取

りながら検討してまいります。また、最後になりますが、外観上がかなり老朽

化が目立っておりますので、早く結論を出していけるように考えております。

以上です。

藤元議員。枡富議長

２点目の質問のみ再問させていただきますが、質問の中で非常識に藤元議員

もほどがあるというふうに言わせていただきましたけども、今の答弁を聞きま

して、その気持ちを益々強くしたわけであります。結局、契約終了後も法人、

縫製はやっていたわけですけども、１円の支払いもない。そして相手が叶繊維

になるわけですが、この間の全協での報告でもありましたように実態がないで

はないかというように言われておりますので、結局、１円も取れないというこ

とであります。それから、おそらくそういう結果になるだろうと思いますし、

それから、水道代も私は水道代と言ったらプライバシーで答えられませんと言

われると思って言わなかったのですが、町長の方が言ってくれましたので、１

８年から支払が済んでいないということであります。これをどうするのでしょ

う。じっと我慢の子でおるのですか。私はこういう甘いやり方がこういう一部

の非常識な人を生んできたというように思っております。せっかくの機会であ

ったのにと残念に思っておりますけども、これは、例えば、水道代の方もこれ

からも請求するのですか。まずお聞きいたします。
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清水水道課長。枡富議長

水道使用量の滞納でございますが、その施設につきましては、清水水道課長

３ヵ月ごとに督促状を出しております。また、担当の職員が毎月お伺いしてお

話しておりましたが、できないということでですね、１８年から１回も納入さ

れておりません。ただ、今後につきましても滞納分については、法律で決めら

れた範囲においては続けて督促状を出してご理解いただいて、お支払していた

だくという形を取っていきたいと思っております。以上でございます。

藤元議員。枡富議長

先ほども申し上げましたとおり、叶繊維がおそらく実態がないので藤元議員

はないかということでございますので、近いうちに裁判があるという話であり

ましたけども、結局、どういうふうになると考えられますか。おそらく月に２

７，０００円というのは取れないような状況で終わってしまうのではないのか

と思いますけど、どういうふうに予想しておりますか。

岩田住民福祉課長。枡富議長

法人の部分でございますが、一部法人部分の代表者につき岩田住民福祉課長

ましては、海陽町に住民票は存在しておりますが、聞くところによりますと行

方がしれないという状況を聞いております。その状況の中で仮に裁判が始まっ

ても藤元議員の予想されているとおりの判決が出るのではないかなと。その結

、 。果 支払いに至るところまではいかないのではないのかと私も考えております

以上です。

藤元議員。枡富議長



- 13 -

先程も申し上げましたけども、町行政の一部の人達に対する甘さ、藤元議員

これがこういう事態を作りだしていくというふうに思います。以前の質問でも

申し上げましたこともありますけども、例えば、更新住宅の家賃の問題、あま

りにも他の住宅と比べて不公平というような事態が残っておりますので、いつ

までもこういうことは止めるべきだということを申し上げて質問を終わりま

す。


